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本研究は，児童相互のよりよい人間関係を築く学級集団をつくっていくことを目指し，ピ

ア・サポート(PS）プログラムのサポート活動後に行う「振り返り活動」において，PSグルー

プスーパービジョン（PS-GSV）を行い，それをもとに，より具体的に次のサポート計画を立て

ることで，児童の関わり合う力に与える影響を検討した。PS-GSV を行う学級と活動の振り返

りのみを行う学級を分けた PSプログラムを第５学年の３学級に実施した。その結果，PS-GSV

での振り返りを活かしながら具体的な目標を設定した学級の方が，学校適応感尺度の「向社

会的スキル」や「対人的適応」において有意な上昇が見られたり，集団効力感の「日常の学級

活動における積極的取り組みに関わる学級集団効力感」において有意な上昇が見られたりし

た。このことから，振り返り活動において，PS-GSV を行い，次のサポート計画に活かしてい

くことは，児童の関わり合う力の向上に有効な手立てであることが示唆された。 

 

キーワード： ピア・サポート(PS)プログラム，PSグループスーパービジョン(PS-GSV)，児童の関わり合う力 

                                             

 １ 問題と目的 

 

最近の子ども達の自尊感情の低さは多くの方

面から指摘されてきているように（横山，2010），

近年，子どもたちの自尊感情の低さが問題となっ

ている。自尊感情の低さは，いじめや不登校など

不適応問題を引き起こしているとされている（諸

富，1999）。また，わが国では，核家族化や少子

化や情報化が進展しており，こうした社会環境の

変化とともに，児童の人間関係に関する社会的能

力は低下してきている（小泉，2014）。よって，

人間関係作りの未熟な子どもたちに，学校生活を

通して，意図的に人とのかかわりを持たせ，自尊

感情を向上させ，進んで人と関わり合うことがで

きるようにすることが喫緊の課題である。 

「ピア・サポート（以後，PS と表記）」とは，

傾聴・自己理解・他者理解・対立解消などを含む

対人関係の向上に特化した包括的なトレーニング

を行い，学んだスキル・態度を活かしてサポート

活動を行うものである（滝，2001；中野・日野・

森川，2002）。「PSプログラム」とは， トレーニ

ングと個人プランニング，サポート活動，振り返

り活動を組み合わせた心理教育プログラムである

（図１;日本 PS学会，2018）。とりわけ，PSプロ

グラムの中でも「個人プランニング」は，トレー

ニングで得た知識やスキルを活用し，自分で実践

できる学級や仲間へのサポート活動を考え，計画

することで，子ども達の主体性を高めることに効

果があったことが実証されている（松永・西山，

2018）。しかし，個々の活動後の振り返りに焦点

を当てた研究は見当たらない。 

PSプログラムでは，トレーナーがサポーターに 

87福岡教育大学大学院教職実践専攻年報　第10号　87-93（2020）

〔研究論文〕



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

対して行う指導助言のことを「スーパービジョン」

と言い，個人スーパービジョンとカンファレンス

を含むグループスーパービジョンがある（菱田，

2008）。本実践では，PSにおけるグループでのス

ーパービジョンを「PSグループスーパービジョン

(以後，PS-GSVと表記)」と位置づけ，先生が務め

るトレーナーが，ピア・サポート内でのスーパー

バイザー（PSスーパーバイザー）としてサポータ

ー（児童）の精神的支援を提供したり，学習・ス

キル獲得・課題解決ができる機会を提供したりす

ることを目的としている。PSグループスーパービ

ジョンの中で，うまくいったこと，問題点や困っ

ていること，その解決策をグループで考え話し合

う。そして，振り返ったことをもとに，個人のプ

ランを見直し，新たな目標を設定していく。こう

することで，一人ひとりのサポート活動がより具

体的・主体的になり，集団での実施により，共に

成果を称え合い，よりよい人間関係を築くことに

つながると考えられる。 

中野ら(2002)によると，日本の学校で PSプログ

ラムが注目されているのは，基本的には，子ども

達の行動や心の変化に対応して，何とか子ども達

に欠けている人間関係育成能力を育てることを中

心に，学校の活性化を図り，生き生きとした子ど

も達を育てたいという願いからきている，として

いる。また，SGE（構成的グループ・エンカウンタ

ー）や SST（ソーシャルスキルトレーニング）が

注目され実践が進められているのも，人間関係育

成能力が低いという子ども達の実態を克服する手

だてとして効果的な方法であり，克服する内容が

含まれているからである，としている。SGEや SST

と PSプログラムとの違いは，SGEは，主として学

級の人間関係の育成を目標にした活動で，活動を

通して自己理解・他者理解をすすめ，人間関係を

結ぶスキルを学びながら，学級集団の人間関係を

よりよいものにすることが目指されている。SST

は，生きていくために必要な様々な社会的スキル

を身につけていくことが目標である。 

これに対して，PSプログラムは，SGEや SSTで

学んだスキルを基礎に，さらに他者を支援するた

めの援助スキルを身につけ，学校生活の中で，様々

な悩みを持つ子ども達に対して，支援の実践をす

ることを通して，サポーター自身の人間としての

思いやりや支え合いの心を一層豊かにし，この活

動を通して，他の子ども達にも影響を与えようと

する活動である。SGE や SST の応用ということに

もなり，援助技法のなかには，SGE や SST のエク

ササイズと共通するものがたくさん含まれている。

PSプログラムは，援助トレーニングを受けた子ど

も達が，教師の指導・援助のもと，「日常的に」

「継続的に」「学校生活の中で」自分にできる支

援の実践活動を行い，孤立したり，悩んだりして

いる仲間を支援する活動を目指している。春日井

（2009）も，人間関係を結ぶ力の弱さと自己肯定

感の乏しさをあげ，お互いに成長し，つながりを

回復していく取組として，予防開発的な生徒指導

のてだての一つである PS プログラムの有効性を

述べている。これらのことから，自他を尊重し，

進んで人と関わり，互いに高め合う人間関係を築

く，よりよい学級集団を作っていく上で，PSプロ

グラムを取り入れることは効果的であると言える。 

 本研究では第５学年を対象とした。松永・西山

(2018)も第５学年での実践を報告している。榎本

(2012)は，児童期後半の特徴として、自身の特徴

を、身体的な特徴で表現する幼児期に比べ、対人

関係に関わる特徴や能力で表現できるようになる

ことを挙げている。そのため、協調性や対人感受

性等，学校生活の中で友だちとの関わり方やスキ

ルや態度をこの時期の子ども達に学ばせることが，

その後の発達段階に重要な影響を与えると考える。  

小学校での役割で見ても，第５学年は，所謂「高

学年」となり，委員会活動等により，学校行事等

をリードしていく立場となる。第４学年までと比

べ，周りの友だちと協力して課題を解決していか

なければならない場面が増えてくる。そこで，本

研究でも第５学年を対象に，PSトレーニングでコ

ミュニケーションスキルや共感スキル，サポート

スキルに特に力を入れ，サポート活動で実践につ

なげ，児童のよりよい人間関係を築いていくこと

は意義があると考える。 

以上のことより，本研究では，児童相互のより

よい人間関係を築く学級集団をつくっていくため

に，第５学年に PS プログラムを取り入れ，PS グ

ループスーパービジョンでの振り返りを活かした

目標設定による児童の関わり合う力の向上を検証

することとした。 

図１  ピア・サポートプログラムの構造 
（日本ピア・サポート学会資料に加筆） 
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       ２ 方法 

 

研究期間 

201X年９月～201X年 12月 

研究対象 

福岡県内の公立Ａ小学校に在籍する５年生（３

学級）の児童と公立Ｂ小学校に在籍する５年生（３

学級）の児童を対象とした。Ａ小学校では，２種

類の実践群として PS プログラムを２回（①行事

活用型・②日常型）実施し，質問紙による調査を

プログラムの前後に計３回実施した。Ｂ小学校は，

協力群として質問紙のみの協力とした（図２）。 

評価 

①「小学校における学級集団効力感の尺度」（淵

上・今井・西山・鎌田，2006） 

 ３因子（日常の学級活動における積極的取り組

みに関する学級集団効力感，自主・自律性に関わ

る学級集団効力感，校外活動に関わる学級集団効

力感）を測定する尺度について，５件法で尋ねた。

また，検証のための分析については，HAD(清水，

2016)を用いた。 

➁「学校環境適応感尺度（ASSESS）」(栗原･井

上,2013） 

６因子（生活満足感，学習的適応，教師サポー

ト，友人サポート，向社会的スキル，非侵害的関

係）を測定する尺度について，５件法で尋ねた。

また，検証のための分析については，HAD(清水，

2016)を用いた。 

③学級担任への聞き取り調査 

実践前後における学級全体や児童の言動の変

容について，実践終了後に学級担任にインタビュ

ーを行った。 

実施内容 

(1)１回目の PSプログラム（①行事活用型） 

集団宿泊体験学習の２日間を含めた１週間をサ

ポート活動期間とし，集団宿泊体験学習で，学級

や仲間のために自分ができることを目標に設定す

る個人プランニングを行い，サポート活動を行わ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

せた。また，振り返り活動では，報告者と学級担

任がトレーナーの立場を務め，A 小学校の中でも

１学級（実践群①）で，PS-GSVを，残りの２学級

（実践群②）では，活動のみの振り返りを行った。 

①PSトレーニングの授業 

(ア)全体の構造 

日本 PS 学会によると，PS トレーニングの内容

と構造は，順序性が大事であるとされている（図

３）。そこで本研究では，在籍校の課題に合わせて

トレーニングを精選し，内容を構成した（図４）。 

(イ)１時間の構造 

 PS トレーニングの授業は，次の流れで行った。 

めあてに向けた雰囲気づくりの「アイスブレーク」，

演習の時間を確保し，気付きを引き出す｢主活動｣，

気付きを振り返ったり，友だちとシェアリングし

たりして理解を深める「振り返り・シェアリング」，

日常の活動につなぐ｢日常生活への般化｣の 4段階

である。 

(ウ)学びの個別化 

PSトレーニングの学びを，児童それぞれの学び

にするために，毎回学習ノートを配り，ファイル

に綴じさせていった。授業で学んだ大事なポイン

トや，その時に考えたことや感じたこと等を書か

せるようにした。ファイルは各自保管させ，いつ

でも振り返ることができるようにした。 

また，毎時間の振り返りを書かせる際には，必

ず，その時間で学んだスキルを集団宿泊体験学習

や，日常の学校生活の中でどう生かしていくかを

考えさせ，書かせるようにした。そうすることで，

サポート活動への意識づけを行うようにした。 

(エ)学びの日常化 

ノート以外にも，学んだことを常に意識できる

ように，また，他の学年の児童や教師にも授業の

内容を知ってもらい，対象児童（５年生）に励ま 

しや称賛の声かけを行ってもらうために，廊下の

掲示板に１時間ごとに学習した内容をまとめて掲

示していった。また，重要なポイントは各教室に 図２  研究デザイン 
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も掲示してもらい，日常化を図った。 

さらに，保護者向けに「ピア・サポート通信」

を毎回，授業後に発行し，保護者に対して，活動

の内容の周知に努め，保護者からも励ましの声を

かけてもらえるようにした（図５）。 

②プランニング・サポート活動 

 集団宿泊体験学習の２日間を含めた１週間をサ

ポート活動期間とし，集団宿泊体験学習で，学級

や仲間のために自分ができることを目標とする個

人プランニングを行い，サポート活動を行わせた。 

個人プランニングの際，サポート活動を行う上

で心配なことも含めて話し合わせた。そうするこ

とで，サポーターの不安を取り除くようにした。 

また，学級担任には，一人ひとりの個人プラン

ニングを把握してもらい，帰りの会等で友だちに

対するよい関わりに対して，褒める声掛けや価値

づけを意識して行ってもらった。こうすることで，

子ども達の意識化と意欲付けを行った。 

この個人プランニングは，集団宿泊体験のしお

りに糊付けして持っていき，常に自分で見て確か

めることができるようにした（図６）。 

③振り返り活動（PSグループスーパービジョン：

PS-GSV） 

 集団宿泊体験学習に合わせたサポート活動を行

い，その後，振り返りの時間を取り，実践群①に

おいては，報告者と学級担任がトレーナーの立場

をとり，サポート活動で，うまくいったこと，問

題点や困ったこと，その解決策をグループで考え，

話し合わせた。うまくいったことはもちろん，課

題やその解決策も含めてシェアリングすることに

より，今後のサポート活動の実践に向けた児童の

取組を支援した（図７）。実践群②においては，

活動の振り返りのみを行った。 

１回目の PSプログラムの結果と考察 

①小学校における学級集団効力感の尺度から 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

実践群３学級(103名)と，協力群３学級（85名）

を分析対象とし，「日常の学級活動における積極

的取り組みに関わる学級集団効力感」，「自主・自

律性に関わる学級集団効力感」，「校外活動に関わ

る学級集団効力感」の３因子において,PS プログ

ラム実践前後の群（実践群・協力群）と時期（事

前・事後）による２要因分散分析を行った（図８）。

その結果，校外学習に関わる学級集団効力感では，

協力群は数値が若干下がったのに対して，実践群

は上昇していたものの，３因子いずれにも有意な

変化は見られなかった。学校行事に焦点化したサ

ポート活動の，集団の高まりに対する効果を捉え

ることには，期間等の課題が残った。 

②学校環境適応感尺度から 

実践群３学級（103名）と協力群３学級（85名）

を分析対象とし，PSプログラム実施前後の各因子

の平均点を従属変数とした，群（実践群・協力群）

と時期（事前・事後）による２要因分散分析を行

った（表１）。 

その結果，「向社会的スキル」において有意な

上昇が見られた。また，有意な上昇は見られなか

ったものの，「友人サポート」や「学習的適応」，

「対人的適応」の数値が上昇しており，PSプログ

ラムが児童の学校適応感を高めるのに効果があっ

たといえる。 

③学級担任への聞き取り調査から 

 学級担任に，実践後に児童の行動の変容につい

て聞き取り調査を行った。すると，「集団宿泊体

験時に，『F．E．L．O．R！』と声をかけ合い，み

んなで真剣に話を聞こうとしていた」や，「『シ

カのこま』を意識したのか，フィールドワーク中

に友だちの顔色を見ながら，声をかけたり休憩を

したりしていた」という話を聞くことができた。

また，普段の授業の際にも，教え合いが以前より

活発になったという話もきくことができた。 

図５  ピア・サポート通信の一部 図６  プランニングシートの一部 図７  PS-GSV ノートの一部 
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このことから，PSプログラムが児童によい影響

を与えたことが考えられる。また，集団宿泊体験

学習という行事をサポート期間の一部としたこと

で，より児童の目的が明確になり，サポート活動

が行いやすかったのではないかと推察する。 

(2)２回目の PSプログラム（②日常型） 

学級や仲間のために自分ができることを目標

とする個人プランニング行い，サポート活動を行

わせた。個人プランニングを行う際の目標設定で

は，実践群①では，振り返り後に，よかった点や

問題点への解決策を参考に目標を設定させた。実

践群②では，２学級では，通常の PSプログラムの

振り返りの後，目標を設定させた。 

①PSトレーニングの授業 

 １回目のサポート活動の振り返り活動により，

明らかになった課題をもとに，仲間同士の問題（ト

ラブル）を解決するスキルのトレーニングを行っ

た。 

②個人プランニング・サポート活動 

 ２回目のサポート活動では，４週間をサポート

活動期間とし，日常の学校生活の中で，学級や仲

間のために自分ができることを目標とする個人プ

ランニング行い，サポート活動を行わせた。学級

担任には，研究Ⅰ同様，各個人プランニングの把

握と，帰りの会等で友だちに対するよい関りに対

して，褒める声掛けや価値づけを意識して行って

もらった。 

③PS-GSVでの振り返りを活かした目標設定 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２回目のサポート活動の目標設定は，実践群①

では，PS-GSVで振り返った，よかった点や問題点

を解決する解決策を参考にしながら目標を設定さ

せた。目標設定の際は，報告者や担任であるトレ

ーナーが指導助言を行うようにさせた。なお，実

践群②では，振り返ったことは特に触れずに目標

を立てさせた。 

④プランニングシートの活用 

 プランニングしたことを意識化，毎日個人で自

己評価させために，各個人の机の横にプランニン

グシートをかけさせた。自己評価は，毎日 100点

満点とし，最初の２週間は帰りの会で時間を作り，

評価をさせた。次の２週間は，特別な時間は設定

せず，自分たちで声を掛け合わせ，自主的に振り

返る時間をつくらせた。そうすることで，より，

「自分たちのためのサポート活動」という意識を

もたせた（図９）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 図９  プランニングシートの一部 
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図８ 集団宿泊訓練をターゲットとした PS活動後の学級集団効力感の変容 

表２ 実践群と協力群の PSプログラムの事前・事後の ASSESSの分散分析結果 

  実践群(n=103) 協力群(n=85) 主効果 
(群) 

主効果 
(時期) 

交互作用 
事前 事後 事前 事後 (1/186) 

生活満足感 53.59( 9.90) 53.12(11.23) 52.20(13.52) 50.49(12.97) 1.70(0.00) 1.82(0.01) 0.59(0.00) 
教師サポート 54.27( 9.72) 54.74(13.50) 53.08(10.35) 53.98(13.02) 0.41(0.00) 0.67(0.00) 0.06(0.00) 
友人サポート 53.97(12.31) 56.30(15.82) 50.12(12.45) 49.83(14.37) 8.85(0.04)** 0.92(0.00) 1.53(0.00) 
向社会的スキル 53.21(12.21) 56.83(13.41) 52.65(10.51) 52.64(11.02) 2.18(0.01) 6.61(0.03)* 6.70(0.03)* 
非侵害的関係 62.59(15.29) 59.39(16.12) 50.84(13.07) 49.61(11.86) 33.61(0.15)** 3.38(0.01)+ 0.46(0.00) 
学習的適応 51.85(13.45) 54.00(14.88) 51.95(10.50) 52.56(12.34) 0.14(0.00) 4.02(0.02)* 1.24(0.00) 
対人的適応 55.88( 8.28) 56.82(10.73) 51.67( 6.99) 51.52( 7.49) 17.05(0.08)** 0.56(0.00) 1.11(0.00) 

                                                    (*p<.05，**p<.01) 
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２回目の PSプログラムの結果と考察 

①小学校における学級集団効力感の尺度から 

 実践群①１学級（34名）と実践群②２学級（69

名），協力群３学級（85名）を分析対象とし，「日

常の学級活動における積極的取り組みに関わる学

級集団効力感」，「自主・自律性に関わる学級集団

効力感」，「校外活動に関わる学級集団効力感」の 

３因子において，PSプログラム実践前後の群（実

践群①・実践群②・協力群）と時期（事前・事後）

による２要因分散分析を行った（図 10）。その結

果，実践群①において，「日常の学級活動における

積極的取り組みに関わる学級集団効力感」が有意

な上昇が見られた。また，その他の因子において

も，有意な差は見られなかったが，数値は上昇し

ている。振り返りを活かしたより具体的な目標設

定をし，サポート活動を行ったことで，集団効力

感が高まったと考えられる。 

②学校環境適応感尺度から 

実践群①１学級（34名）と，実践群②２学級（69

名），協力群３学級（85名）を分析対象とし，PS

プログラム実施前後の各因子の平均点を従属変数

とした，群（実践群①・実践群②・協力群）と時

期（事前・事後）による２要因分散分析を行った

（表２）。その結果，「向社会的スキル」「対人

的適応」において有意な差が見られた。また，「友

人サポート」「非侵害的関係」「学習的適応」に

おいても有意な差が見られた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

このことから，PS-GSVで振り返ったことをもと

に，より具体的な目標を設定する介入方法は，児

童の学校適応感を高めるのに効果があるというこ

とがいえる。 

③学級担任への聞き取り調査から 

学級担任に，児童の行動の変容について，実践

後に聞き取り調査を行った。すると，実践群①で

は，振り返りを活かして，目標をより具体化した

ことで，子ども達の意識化がさらに進み，自分た

ちで声を掛け合ってサポート活動を行ったり，振

り返りを行ったりすることができていた，という

話を聞くことができた。また，友だちのことをよ

く見るようになり，学級の雰囲気も，良くなって

きた，という話も聞くことができた。さらに，友

だちの考えをしっかり聞き，うなずいたり，相槌

を打ったりしながら，「あぁ！」「同じ！」と友

だちの意見や考えに対して，反応を返すような姿

が授業中に見られるようになり，学習意欲の促進

にもつながっているのではないか，という話も聞

くことができた。 

 これらのことから，PS-GSVでの活動の振り返り

を活かした具体的な目標を設定し，日常のサポー

ト活動を行わせることが，児童の人間関係に良い

影響を与え，関わり合う力が向上し，より良い学

級の雰囲気づくりに役立っている，ということが

考えられる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  
実践群①(n=34) 実践群②(n=69) 協力群(n=85) 主効果 

（群） 
主効果 
（時期） 

交互作用 
事前 事後 事前 事後 事前 事後 (1/186) 

生活満足感 57.02(13.32) 60.23(13.26) 51.79( 9.30) 51.85(12.11) 50.49(12.97) 51.38(13.31) 6.20** 2.50 0.91 
教師サポート 59.52(13.65) 63.50(15.24) 52.76(12.59) 52.59(11.70) 53.98(13.02) 54.36(12.75) 6.76** 2.70 1.82 
友人サポート 58.35(17.30) 65.85(16.59) 54.94(15.34) 56.34(16.43) 49.83(14.37) 51.69(15.57) 8.10** 11.26** 2.59⁺ 
向社会的スキル 56.61(11.93) 62.76(12.94) 57.50(13.68) 56.33(13.29) 52.64(11.02) 53.51(12.07) 4.49* 8.11** 8.11** 
非侵害的関係 63.52(15.54) 69.70(14.89) 56.52(15.50) 57.17(16.27) 49.61(11.86) 50.70(13.91) 19.98** 6.84** 2.38⁺ 
学習的適応 52.50(14.45) 55.38(14.53) 55.18(14.51) 56.17(15.40) 52.56(12.34) 50.28(10.39) 2.21 0.53 4.69* 
対人的適応 59.50(10.87) 65.45(10.20) 55.43(10.29) 55.61(10.85) 51.52( 7.49) 52.57(9.46) 16.09** 20.07** 8.77** 

(⁺p<.10，*p<.05，**p<.01) 

* 

日常の学級活動における積極的取り組

みに関わる学級集団効力感 

自主・自律に関わる学級集団効力

 

校外活動に関わる学級集団効力感 

□事前 ■事後 
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図 10 学級集団効力感の変容 （*p<.05） 

表２ 実践群①と実践群②と協力群の PSプログラムの事前・事後の ASSESSの分散分析結果 
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３ 総合考察 

本研究は，第５学年において，よりよい人間関

係を築く学級集団をつくるために，個人プランニ

ングを含む PS プログラムを行い，効果を検討し

た。さらに PS グループスーパービジョンでの振

り返りを活かした目標設定による児童の関わり合

う力の向上を目指した。 

実践後，対象の在籍校の３クラスの担任にアン

ケートを実施したところ，学級担任３名全てが，

PSプログラムを取り入れたことで，校内研修や鍛

ほめチャレンジ活動を下支えしたり，推進したり

する基盤づくりに効果があった，と回答している。

また，子ども達の変容として，「友だちとのかか

わり方を考えて行動するようになった」「目標を

持ち，目標に向かって行動するようになった」と

回答している。合わせて，学級の雰囲気も良くな

ったという回答であった。さらに，３名とも PSプ

ログラムが学習意欲の促進もつながっていると感

じている。高須賀（2017）は，「児童の学級での居

心地をよくすることは，学力を向上させる。」とし

ていることからも，学級の雰囲気の良さが子ども

達の学力にも良い影響を与えたと考えられる。 
子ども達の振り返りシートからは，以前よりも

友だちと協力することができるようになったこと

や，友だちとの関わり方が分かって自信を持って

接することができるようになった等の自信や，こ

れからもサポート活動を続けていく，という意欲

を感じることができた。 
以上のことから，PSプログラムがよりよい人間

関係を築く学級集団をつくっていく上で大変有効

な手立てであることがいえる。 

 また，２回目の PSプログラムから，サポート活

動を行う際には，PS-GSVでの振り返りを活かしな

がら具体的な目標を設定することが，児童の学級

集団効力感や学校適応感を高めていき，よりよい

人間関係を築く学級集団をつくっていく上でより

効果的であることがいえる。 

しかし，今回，PS プログラムと PS-GSV を併用

した実践群①が１学級のみであった。より正確な

効果の検討には，対象学級を増やし，継続的な検

証が必要である。さらに，実践が５年生の１学年

だけであったので，今後は対象学年を広げ，他の

学年でも有効かどうかを調査していく必要がある。

学校全体で取り組んでいくことで，より学校の課

題解決につながっていくと考える。 
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